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瓦
礫
に
い

の

ち
が

存
在
す
る

か

　

　
　
　

　

真
言
密
教
の

環
境
試
論

一

　

環
境
問
題
と
一

切
衆
生
悉
有
仏
性

　
二

十
世
紀
わ

れ

わ

れ

の

周
辺
に

お
い

て

科
学
技
術
文
明
が

急
速
な

発

展
を

遂
げ

、

未

曽
有
の

物
質
的
な

繁
栄
を
人
々

に

も
た

ら
し

た
。

そ

の

反
面

、

地

球
上

の

自
然

環
境
は

次
々

に

破

壊
さ

れ
、

資
源
は

枯
渇
に

瀕

し
、

大
気
は

と

め

ど

な

く
汚
染
し

、

人
工

物

質
に

よ

る

化
学

汚
染
や

重

金

属
汚
染
は

地

球
全

体
に

拡

散
し

、

動
植
物
の

種
は

激
減
し

、

異
常
気

象
が

常
態
化
す
る

に
い

た
っ

た
。

　
人
類
の

生

存
を

脅
か

す
こ

れ

ら
の

異
常
事
態
を

、

い

か
に

し

て

阻
止

し
、

地
球

環
境
の

保
全

、

改
善
に

取
り
組
む

か
、

わ

れ

わ

れ
地

球
に

住

む
者
の

目

前
に

突
き

付
け
ら
れ

た
、

緊
急
に

解
決
を

迫
ら
れ

て
い

る

課

題
と

し

て
、

こ

こ

二
、

三

十

年
の

問
に

急
激
に

社
会
問
題
化
し

て

き
た

。

　
こ

の

よ

う
な
地

球
環
境

問
題
に

関
す
る

対
処
に
つ

い

て
、

仏
教
界
に

お
い

て

も
、

宗
団
あ
る
い

は

個
人
の

自
発
的

な

活
動
が

種
々

の

機
関
を

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

1）

通
じ

て

報
告
さ

れ

て

い

る
。

一

方
仏

教
研
究
者
に
と

っ

て

も
、

そ
れ

は

等
閑
視
し

え
な
い

問
題
と
し

て
、

学
術
的
な
研
究
対

象
と

な
り

、

そ

れ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十

四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

松

長

有

慶

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

2）

に

関
係
す
る

論
考
が
現
在
ま
で

い

く
つ

か

発
表
さ
れ
て

い

る
。

　
な
か
で

も

環
境

問
題
に

つ

い

て

の

仏
教

学
か

ら

の

ア

プ
ロ

ー

チ

と
し

て
、

わ

れ
わ

れ

の

周

辺
に

存

在

す
る

動

物
、

植

物
、

な
い

し

無

機
物

に
、

仏
性
が

あ
る

か
、

な
い

か

の

問
題
が

中
心
の

課
題
と

し

て

取
り
上

げ
ら

れ

る
こ

と

が

多
い

。

こ

の

問
題
に

関
し

て

は
、

『

涅
槃
経
』

に

説
か

れ

る

＝

切

衆
生

悉
有
仏
性
」

と
い

う
語
の

＝

切
衆
生
」

の

範
囲
を

ど

こ

ま
で

認
め

る

か

に
つ

い

て
、

中
国
仏

教
、

日

本
仏
教
の

経
典
や

論

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

3
）

疏
の

記
述
が

主
と
し
て

取
り
上

げ
ら

れ
、

議
論
さ

れ
て

き
た

。

　
森
羅
万

象
に

こ

と

ご

と

く
仏

性
を

認
め

る

こ

と

は
、

こ

れ

ら
一

切
の

存
在
が

す
べ

て
い

の

ち
を
も
つ

こ

と

に

な
る

。

万

事
が

効
率
優
先

、

大

量
生
産

、

大
量
消

費、

大
量

破
棄
が
求
め

ら
れ

る

現
代
社

会
の
一

般
的

な
風
潮
に

対
す
る

警
告
の

意
味
に

お
い

て
、

仏
教
の

＝

切
衆
生

悉
有

仏
性
」

の

思
想
が

取
り
上

げ
ら

れ
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
た
だ

環
境
問
題
に

関
連

す
る

仏

性
論
議
は

天

台
本

覚
論
が

主

題
と

さ

れ
、

こ

の

点
に

関
し

て

は
、

現
在
ま
で

多
く
の

研
究
成

果
が

挙
げ
ら

れ

　
　（
4）

て

い

る
。

と

は
い

え
同
じ

平
安
仏

教
で

も
、

も
う
一

方
の

真
言
密
教
か
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瓦

礫
に
い

の

ち
が

存
在
す
る

か
（

松
　
長
）

ら

の

学
術
的
な
論
究
は

ま
だ

ほ

と

ん

ど

行
わ

れ

て

い

な
い

。

こ

の

よ

う

な
現
状
を

考
慮
し

て
、

真
言
密
教
の

側
か

ら
も

、

森
羅
万

象
に
潜
む

。

い

の

ち
”

と
、

環
境
問
題
と

の

関
連
に
つ

い

て
一

石
を

投
じ

て

み
よ

う
。

二

　

有
情
成
仏
の

範
囲

　

現

実
世
界
に

存
在

す
る

も
の

を

ど

の

よ

う
に

分
類
す
る

か
。

仏

教
で

一

般

的
な

分
類
法
の
一

つ

と

し
て

、

三

種
世
間

が

用
い

ら
れ
る

。

そ
の

典
拠
は

、

七

世
紀
に

活
躍
し

た

華
厳
宗
の

第
二

祖

で

あ
る

智
儼
の

『

華

厳

経
孔
目

章
』

巻
三

に

記
さ

れ

て

い

る

「

智
正

覚
世
間

、

衆
生

世

間、

　
　
（
5）

器
世
間
」

が

そ
れ

で

あ
る

。

つ

ま

り
仏
と

衆
生
（

生
き
も
の
）

と

そ

の

他

（
無
生

物）

と
い

う
世
界
の

三

分
法
で

あ
る

。

　

同
じ

よ

う
に

世
間
を
三

分
す
る

記
述

は
、

八

世
紀
の

般
若
訳

に

な

る

『

諸
仏

境

界
摂

真
実
経
』

巻

中
に

、

九

方
無

量
世

界
を

、

「

諸
仏

菩
薩

、

　
　
　

　
　
　

　
　（
6

）

】

切
衆
生

、

山

川

草
木
」

の

三

種
に

分

け
て

観
想
す
る

方
法
が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

経
典
は

現
在
サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

本
が

未
発
見

で

あ
る

が
、

内
容
の

点
か
ら

イ
ン

ド

に

原
形
が

あ
っ

た

と

認
め

て
よ
い

。

　

悉
有
仏

性
論
の

主

要
な

課
題
と

し

て
、

衆
生

の

中
に

植
物

、

さ

ら

に

は

山

川
、

瓦
礫
な
ど
の

無
生

物
を
含
む
か

否
か

の

問
題
が

取
り

上

げ
ら

れ

る
。

前
掲
の

三

種
世
間
の

分
類
に

お
い

て
、

智
儼
の

い

う
衆
生
に

植

物
が

含
ま
れ

る

か

は
こ

れ

だ

け
で

は

判
定
し

え
な
い

け
れ

ど

も
、

同

じ

智
儼
の

『

五

十
要
問
答
』

上

で

は
、

衆
生
か

ら

草
木
を
除
外
し

て

い

る
。

一

方
の

般
若
訳

で

は
、

山

川
草
木
を

別
立

す
る

か

ら
、

衆
生
に

は
、

植

物
や

無
生
物
は

含
ま

れ

な
い

。

イ
ン

ド
の

大
乗
仏

教
の

通

説
に

従
っ

た

考
え

方
で

あ
ろ

う
。

　

中
国
で
は

、

『

荘
子
』

や

『

礼

記
』

に

は

「

衆
生
」

と
い

う
言
葉
が

も

と

も
と

あ

り
、

老
荘
や

儒
教
の

典

籍
で

も
、

仏

典
と

同
じ

く
「

生

き
と

し
生

け
る

も
の
」

の

意

味
に

使
わ

れ

て

い

る

が
、

そ

の

中
に

草
木

、

土

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

7
）

石
な
ど

の

植
物

、

無
生
物
は

含
ま
れ
て

い

な
い

。

　

中
国
仏
教
に

お
い

て

も
、

一

切
衆
生
悉

有
仏
性
論
に

お

い

て
、

衆
生

の

中
に

植
物
を

含
め

る

か

否
か

に

つ

い

て

も

種
々

の

論
議
が

交
わ

さ
れ

て
い

る

が
、

八

世
紀
に

活
躍
し

た
天
台
九

祖
に

当
た

る

荊
渓
湛
然
の

「

金

鉾
論
』

（

『

金

剛
鉾
』

）

で

は
、

牆
壁
瓦
石

、

つ

ま
り
非
情
（
無
生

物）

に

も

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

（
8
）

仏

性
を

認
め

る

ま
で

に

な
っ

て

い

る
。

こ

れ
ら
の

経
過
を

述
べ

る

の

は

本
題
で

は

な
い

の

で
、

従
来
の

諸
研
究
に

譲
り
こ

こ

で

は

省
略
す
る

。

　
瓦

礫
も
成

仏
す
る

、

と
い

う
非
情
成
仏

説
は

、

日

本
天

台
に

お
い

て

最
澄
に

見
る
こ

と

が
で

き
る

。

『

守
護
国
界
章
』

巻
下
之
上

の

第
一

章
に

は
、

　
又
涅
槃

二

云

務
一

切

衆
生
悉

ク

有
コ

仏
性一

　
凡

ソ

有
励

心

者
ハ

悉
ク

皆
当

折
得
二

阿

　
耨
菩
提
→

故
二

　
又

云

弓
非
仏

性
者

ト
ハ

　
所
謂

牆
壁
瓦

礫
非
情
之

物
→

故
二

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　　

　
依
ユ

ニ

此
教

理
＝

切
悉

ク

皆
有
コ

テ

仏
種
性一

皆
当
ユ

成
仏
4

と

説
か

れ
て

い

る
。

　
こ

れ

は

仏

性
の

存
在
を
有

情
に

限
り

、

非
情
に

は

認
め

な
い

『

大
般

涅
槃
経
』

巻
第
三

七

「

迦
葉
菩
薩
品
」

に

説
か

れ

る
、

非
仏
性

，

屠

所
謂

蒭
牆
壁

瓦

石

無
情
之

物
．

，

聾
．

如

寔
．

無
情
之

惣

　
是

．

名
コ

仏
性
→

一 2一
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の

中
の

「

離

如
是
無

情
之

物
」

を
除

去
し

、

正

反

対
の

意

味
に

変
更
し

て

い

る

か

に

見
え
る

。

た

だ

し

こ

の

文
は

法
相
宗
か

ら
の

批
判
文
を
再

掲
示
し
た

も
の

で
、

内
容
の

点
で

は

幾
分
曖

昧
さ
を

残

し
て

い

る
。

三

　
空
海
の

有
情
成
仏

説

　

空

海
の

著
作
の

中
で

、

有
情
成
仏

説
の

範
囲

を

探
る
こ

と

の

で

き
る

資
料
は

少
な
い

。

ま

ず
挙
げ
ら

れ

る

の

は

『

吽
字
義
』

中
の

次
の

二

種

の

文
で

、

い

ず
れ

も

吽
（

匿
日）

字
を
四
分
割
し

て

説
明

す
る

う
ち

、

汗

（
口）

字
の

実
義
に
つ

い

て

述
べ

る

箇
所
で

あ
る

。

草
木
也

マ

タ

成
ス

　
何

二

況
ヤ

有
情

。

ヤ

草
木

二

無
け

ン
ハ

仏

　
波

二

則
無
け

ン

湿

彼
二

有−
ー

テ

此
二

無
ク

ン

ハ

　

　
　
　
　ハ
ロ　

非
以

シ

テ

権．一

而
誰

ソ

　

こ

の

う
ち

第
二

の

引
用
文
は

、

法
相
宗
の

草
木
無
仏

性
説
に

対
す

る

批
判
で

あ

る
。

こ

れ

ら
に

よ

れ

ば
、

空

海
は

有

情
と
い

う
言
葉
に

植
物

を

含
め

ず
、

人

と

動
物
に

限
る

と

考
え
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

た

だ

空

海
の

書
い

た

各
種
の

願
文
に

つ

い

て

後
に

検
討
を
加
え
る

が
、

そ

れ

ら

に

お
い

て

は

有
情
の

範
囲

に

若
干
の

変
化
が
認
め

ら
れ

る
。

　
一

方
　
『

秘
蔵
記
』

に

「

草
木
非
情
成
仏
義
」

と
い

う
見
出
し
を
も
つ

一

節
が

あ
る

。

法
身
微
細

ノ

身
モ

五

大

所
成
　
虚
空

モ

亦
五

大

所
成

　
草
木

モ

亦
五

大
所
成

ナ

リ

法
身
微
細

ノ

身
ハ

虚
空
及
草
木
一

切
処

二

無
け

所
レ

不
レ

遍
セ

　
是

ノ

虚
空
是

ノ

草
木

　

　

　
　

　
　
ニ

ク

即
法
身

ナ

リ

　
於
彰

宍
眼．〜

雖
匪

見
勃

ト

麁
色

ノ

草

木
→

於．
系

仏

眼
噂

微
細
之
色

ナ

リ

瓦

礫
に
い

の

ち
が

存
在
す
る

か
（
松

長）

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ハ
ほ　

　
是

ノ

故
二

不
岐

．

動
弐

本
体
→

称

騰
二

仏
ト

無
コ

妨
礙一

　
『

秘
蔵
記
』

は
一

応
空

海
の

著
と

さ

れ

て

は
い

る
が

、

内

容
か

ら

見
て

空

海
よ

り
少
し

遅
れ

る

時
代
の

文
書
と

見
な
し
て

よ

い
。

こ

の

草

木
非

情

成
仏
義
の

記
述
か

ら

も
、

空

海
以
後

、

天

台
宗
に

お
い

て

草
木
成
仏

が

盛
ん

に

論
議
さ

れ

た

時
代
に

、

真
言

宗
側
か

ら
、

草
木
成

仏
論
と
し

て

提
出
さ

れ
た

見
解
で

あ
る

可

能
性
も
残
さ

れ
て

い

る
。

　
こ

の

『

秘

蔵
記
』

の

説
は

、

中
国
以

来
の

通
例
の

有
情

非
情
成
仏

論

の

主

題
を
外
れ
て

、

衆
生
世

間
の

本
体
論
か

ら

切
り
込
ん

で

い

る

こ

と

が

特
徴
的
で

あ
る

。

つ

ま
り
草
木
が

有
情
か

非
情
か
の

論
議
で

は

な
く

、

草
木
な
ど

現
に

存

在
す
る
一

切
の

も
の

は

い

ず
れ

も

法
身
と

同
じ

く
五

大
よ

り
な

り
、

虚
空
に

遍

満
し

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

草

木
は

当
然
の

こ

と
な
が

ら
、

も
と

よ

り
仏
で

あ
り

、

す
で

に

成
仏
し
て

い

る

と
い

う
。

　
こ

の

よ

う
な
視

点
か
ら

、

真
言

宗
か

ら
の

非
情
成

仏
論
を
み

る

と
、

同
じ
く

『

吽

字
義
』

の

「

麼
（
ヨ
四
）

字
」

を

解
釈
す
る

次
の

よ

う
な

箇

所
に

注
目
す
る

必
要
が

あ
ろ

う
。

　
此

ノ

麼
字

卜

者
　
三

昧
耶
自
在

ノ

義
ナ

リ

　
無
所
不
遍

ノ

義
ナ
リ

（
者
）

言
二

三

昧
耶
→

　

者
唐

ニ

ハ

言
コ

等
持
→

　
等

ト

者
平
等
　
持

ト

者
摂
持
　
法
身

ノ

三

密
ハ

入
ユ

ト
モ

繊
芥

略

　

　
　
セ

ハ

　

而
不
レ

逹
力．
フ

亘
⊃

ト
モ

大
虚．｝

而
不
レ

寛
力．
7

　
不
レ

箇
ハ

瓦
石

草
木
づ

　
不
レ

択
⊃

人
天

　
鬼
畜
→

　
何

ノ

処
ニ

カ

不
”

遍
セ

　
何
物

ヲ

カ

不
眄

ン

摂
セ

　
故

二

名
3

等
持
→

　
是

ヲ

名
勲

　

　
　

　
　

おワ

　

平
等
之

実
義
→

　

吽

字
を
四
分

割
す
る

う
ち
の

麼
（
ヨ
四）

字
の

実
義
を
述
べ

る

箇
所
で

あ
る

。

麼
字
は
三

昧
耶
（
。。

臼

B
餌

団
鼬
）

と
い

う
サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

語
の
一

字

3

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

瓦
礫
に

い

の

ち
が

存
在
す
る
か

（

松
　
長）

の

象
徴
で

あ
り

、

そ

れ
に

は

自
在
と

、

無
所
不
遍
の

二

つ

の

意
味
が

あ

る
。

三

昧
耶
と
い

う
語
は

漢
訳
す
れ

ば
、

等
持
と
い

う
。

そ
の

う
ち
等

と

は

平
等
と

い

う
こ

と

で

あ

り
、

持
と
は

摂

持
と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

法
身
の

身
口

意
の

三

密
の

働
き
は

、

塵
芥
の

よ

う
な
極
小
の

も
の

に

も
、

虚
空
の

よ

う
に

極
大

の

も
の

に

も
、

い

ず
れ

に

も

浸
透
し

、

瓦

石
や

草

木
に

も
人

や

天

人
や

鬼

畜
の

よ

う
な

六

道
を
輪
廻

す
る

あ
ら

ゆ

る

生
き

も
の

に

も
、

す
べ

て

に

遍

満
し

て

い

る

と

述
べ

て

い

る
。

法
身
が

人
天

畜
（
動
物
）

に

も
、

草
木
〔
植
物
）

に

も
、

瓦
石
（
無
生

物
）

に

も
遍
在
す

る

と

い

う
考
え
は

、

瓦
石

も

成
仏

す
る

、

な
い

し

す
で

に

成
仏

し

て

い

る

と
い

う
見
解
と

み

て
よ

い
。

四

　
空

海
の

非
情
成

仏
説

　

草

木
、

瓦

石
も
仏
性
を

有
し

、

成

仏

し

て

い

る
、

い

わ

ゆ
る

「

草
木

国
土
悉

皆
成
仏
」

思

想
は

、

イ
ン

ド

仏

教
に

は

見
当
た

ら
な
い

。

こ

の

有
名
な

フ

レ

ー

ズ

は

「

中
陰

経
』

に

存
在
す
る

と

さ

れ

て

き
た

が
、

現

存
の

同

経
典
に

は

見
出
し

得
ず

、

最

近

の

研
究
に

よ

れ

ば
、

九

世
紀
後

半
に

著
さ

れ

た

日

本
天

台
の

安
然
の

『

斟
定
草
木
成
仏

私
記
』

が

初
出

　
　
　
（

14）

と

さ

れ

る
。

た

だ

し

そ
の

言
葉
は

と
も
か
く
と
し
て

、

中
国

仏
教
で

は
、

八

世
紀
中

葉
の

湛
然
が

草
木
や

瓦

礫
の

成
仏
を

提
唱

し
、

日

本
仏
教
で

は
、

九

世
紀

前
半
の

天
台

宗
の

最
澄

、

真
言
宗
の

空
海
に
よ

っ

て

こ

の

考
え
そ
の

も
の

は

継
承
さ
れ

て
い

る

こ

と
が
わ
か
っ

た
。

　

最
澄
も
空

海
も
同
じ
く

植
物
を

始

め

瓦

礫
の

よ

う
な

無
生

物
に

も
い

の

ち
の

存
在
を
認
め

る

が
、

そ
の

背
景
と

な
る

思

想
は

両

者
に

お
い

て

は

必
ず
し
も

同
一

で

は

な
い

。

最
澄
の

場
合

、

そ

れ

を
イ
ン

ド

以

来
の

非

情
の

成
仏

論
の

中
で

主

張
し

て

い

る
。

そ
れ

に

対
し

て

空

海
は
こ

の

問

題
を、

非
情
の

成
仏
論
で

は

な

く
、

法
身
が
万

物
に

遍

在
す
る

と
い

う
本
体
論
に

基
づ

い

て

展
開
す
る

。

　
三

種
世
間
が

皆
仏

体
で

あ

る

と
い

う
主

張
は
、

華
厳
宗
の

思

想
に

も

　
　
　

　
　
　
（

15）

あ
る

と
い

わ

れ

る

が
、

空

海
の

場
合
は

、

有
情
非

情
一

切
を

含
め

て
、

世

界
は

地

水
火
風
空
の

物
質
的
な
原
理
を

表
わ

す
五

大
と

、

精
神
原
理

を

象
徴
す
る

識
大

、

合
せ

て

六

大
の

融
合
で

あ
る

と

み

る
。

そ

れ

は
「

六

　
　
　

　
　
　
　
（

16
）

大
無
礙

ニ

シ

テ

常
二

瑜
伽

ナ

リ
」

と
い

う
『

即
身
成
仏
義
』

に

説
か

れ

る

思
想

が
基
本
と

な
る

。

さ

ら
に

こ

の

こ

と

は

六

大
．

能
ク

造

ヨ

切
ノ

仏
ト

及
ビ

一

切

衆
生

ト

器
界
等

ト

四

種
・

法
身

ト

三

種

齢
→

・

と
、

物
質
と

精
神
の

両
原

理
の

融
合
体
で

あ
る

六

大
が

、

仏
と

衆
生
と

器
の

三

種
世
間
を
成

り
立
た

せ

て

い

る

と
い

う
考
え
に

導
か

れ

る
。

瓦

礫
も

ま
た

法

身
そ
の

も
の

に

他
な

ら
ぬ

と
、

世
界
の

構
造
の

面
か
ら
主

張
が
な
さ

れ
る

わ

け
で

あ
る

。

　
こ

の

世
に

存
在
す
る

も
の

は

す
べ

て
、

物
質
と

精
神
の

融
合
し
た
六

大
か
ら

な
る

と

い

う
真
言
密
教
の

世
界

観
か

ら

す
れ

ば
、

人
、

天
、

修

羅
、

動
物

、

植

物
、

瓦

礫
が
こ

と
ご

と

く
六

大
法

身
か

ら
な

り
、

こ

れ

ら
の

い

ず
れ
に

も
“

い

の

ち
”

が
あ
る
と

考
え
て

当
然
で

あ
る

。

　
こ

れ

ら

の

教
理
を
踏
ま

え
て

、

人

間
の

意
思
に

よ

る
、

過
度
な
環
境
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汚
染
あ
る
い

は

自
然

破
壊
に

対
し

て

警

告
す
る

た

め

に
、

こ

の

世
に

存

在
す
る

も

の

は

六

大
法
身
に

他
な
ら
ず

、

す
べ

て

か

け
が

え
の

な
い

“

い

の

ち
”

を
も
つ

か

ら
、

そ

れ
ら

を

大
切
に

し

て

環
境
保
護
に

努
力
し

ま

し
ょ

う
と

呼
び
か

け
て

も
、

そ

の

言
葉
は
そ

れ
ほ

ど

の
パ

ワ

ー

を
も
た

な
い

。

　

以
上
の

六

大
体
大

説
は

理
論
と

し

て

は

妥
当
と
し
て

も
、

環

境
運
動

の

ス

ロ

ー

ガ
ン

と

し

て

は
、

人

問
の

感

性
に

直

接
響
き
か

け

る

訴
え

の

方
が

よ

り
効
果
的
で

あ
ろ

う
。

　
こ

れ

ら

の

点
を

踏
ま
え
て

、

空

海
の

有
情
に

対
す
る

考
え
、

並

び

に

い

の

ち
の

意

味
に
つ

い

て
、

空

海
自
身
の

手
に

な
る

諸
種
の

願

文
を

対

象
と

し
て

検
討
し

て

み
よ

う
。

五

　
空

海
の

願
文
類
に

み
る
成

仏
の

願
い

　
空

海
の

教
学
な
い

し

修
道
に

関
す
る

著
作
は

現

在
数

多
く
残
さ

れ

て

い

る

が
、

そ
れ
ら
の

分
類
に

入
ら
な
い

各
種
の

文
章
を

集
め

た

『

遍
照

　
　
　

　（
18
）

発
揮
性
霊
集
』

（
略
称
『

性
霊
集
』

）

全
十
巻
（

最
後
の

三

巻
は

後
に

弟
子
の

真

済
の

収
集

、

編
纂）

も
ま
た

空
海
の

思
想
を

窺
う
た

め

の

貴
重
な

資
料
を

数
多
く

提
供
し

て

い

る
。

そ

の

中
で

は
、

第
六

巻
、

第
七

巻
、

第
八

巻

の

三

巻
に

、

諸
種
の

願
文

、

達
噺
文

、

表
白
文
が

計
四

十
一

種

収
め

ら

れ

て

い

る
。

こ

れ
ら

の

願
文
類
は

、

亡

者
の

追

善
法
要

、

写
経

、

造
像

、

造
曼

荼
羅

、

祈
雨

、

諸

経
の

講
讃
な
ど

の

宗
教
儀
礼

、

お

よ

び

田

地
の

寄
進
等
の

善
行
の

功
徳
を

巡
ら
す
こ

と
を
願
う
文
で

あ
る

。

瓦

礫
に
い

の

ち
が
存
在
す
る

か
（
松
　
長
）

　
こ

れ
ら
願
文
に

は
、

当
然
の

こ

と

な

が

ら

亡

者
の

得
脱
を

は
じ

め
、

施
主
当
体
の

安
寧

、

福
利
が

先
ず
願
わ
れ

る
。

続
い

て

天

長
無
窮

、

天
下

泰
平

、

万
民
豊

楽
な
ど

の

平
和
祈
願
が

功
徳
と

し

て

付
け

加
え
ら

れ
る

こ

と

も
あ
る

。

さ
ら

に

空
海
の

願
文
類
に
は
、

同
時
代
の

他
の

願
文
類
に

比
し

て
、

そ
の

文
の

最
後
に

、

そ
の

功
徳
を

各
種
の

い

の

ち

あ
る

も
の

に

廻
向
し
た
い

と
い

う
願
い

が

記
さ

れ
て

い

る

例

が
目
立
っ

て

多
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

19）

　

空

海
の

書
い

た

現
存
す
る

願
文
類
の

四

十
一

種
の

中
、

ほ

と

ん

ど

全

文
を

欠
く
も
の
、

後
半
部
分
に

欠
文
あ
る

も
の

、

功
徳
の

回
向
が

記
さ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

20
）

れ

て
い

な
い

も
の

が

計
八

種
あ
る

。

こ

れ
ら

を
除
く
三

十
三

種
に

及
ぶ

す
べ

て

の

願
文
に

、

そ
の

量
の

多
寡
に

か

か
わ

ら

ず
有
情
非

情
に

対
す

る

得
脱
祈
願
が

見
出
さ

れ

る
。

　

そ
の
一

つ

一

つ

に
つ

い

て

解
説
す
る

遑
を

も
た

な
い

が
、

願
主

と

か

祈
願
の

趣
旨
と

は

直
接
に

関
係
を
も
た
な
い

、

一

切
の

有
情
・

非
情
に

そ
の

功
徳
を
及

ぼ

さ

ん

と

願

う
文
が

全
体
数
の

四

分
の

三

を

超
え
る
こ

と
は

、

注
目
に

値
す
る

と
い

っ

て

よ
い

。

　

こ

れ

ら
の

願
文
の

中
に

は
、

四

恩
と
い

う
言
葉
が

し

ば
し
ば

現
れ
る

。

一

般
に
空
海
の

説
く
四

恩
と

は
、

父

母
、

国
王

、

衆
生

、

三

宝
に

対
す

る

恩
と

理
解
さ

れ
て

い

る

が
、

そ
の

用
例
は

『

性
霊

集
』

を

含
む

全

著

作
の

中
で

は
、

「

四

恩

表
白
」

（

『

性
霊
集
』

巻
七
・

五

四）

と

「

梵
網
経
表

白
」

（

同
、

巻
八
・

七

八
）

の

わ

ず
か
二

例
、

そ

れ

も

天

長
二

（
八

二

五
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

21）

年
以

降
の

二
、

三

年
の

ご

く

短
期
間
の

著
作
に

限
ら

れ
、

空

海
は

晩
年

に

は

再
び

当
時
の

通

常
の

用

例
と

同
じ
く

、

父

母
を

は

じ

め

と

す
る

生
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瓦

礫
に
い

の

ち
が

存
在
す
る
か
（
松
　
長）

き
と
し

生

け
る

も
の

を

指
す
言
葉
に

戻
っ

て

使
用

し
、

そ
の

意
味
で

の

使
用
例
は

生
涯
を

通

じ

て

圧

倒
的
に

多
い

。

　

さ
ら
に

『

性
霊

集
』

の

願
文
の

中
で

、

生

き
と

し
生

け
る

も
の

を
表

わ

す
文
学
的
な
表
現
を
数
多
く
見
出
す
こ

と

が
で

き
る

。

た

と

え
ば

、

　

鱗
衫
（

鱗
を
つ

け
た

も
の
、

す
な
わ

ち

魚）
、

羽

袍
（

羽
毛
あ
る

も
の
、

す
な

　

わ

ち

鳥
）

、

蹄
鳥
（
ひ

ず
め
を

も
つ

も
の
、

す
な
わ

ち

獣
）

、

角
冠
（
角
を

も
つ

　

も
の

、

す
な
わ

ち
牛
や
鹿
な

ど）
、

誰
レ

カ

無
コ

ム

仏

性一

早
ク

見
ユ

シ

メ
ン

実
相
づ

（
「

藤

　

大
使
為
亡

児
願

文
」

巻
六
・

五
三
）

。

　

蝦
飛
（
鳥）

蠕
動
（
虫
）

毛

鱗
（
魚）

牙
角
（
獣
）

共
二

沐
コ

平
等
之
智
水

二

、

　

優

鍵
セ

ム

不
染

ノ

之

蓮
蔵
二

（
「

為
菅
平
章

事
願
文
」

巻
七
・

六
四
）

。

　

牙
剣
（
獣
）

角
矛
（
牛
鹿

等）

羽

裳
（

鳥
）

鱗
衣
（

魚
）

（

中
略）

同
ク

覚「
ン．
ア

　

長

眠
→

共
二

嘗
3

シ

メ

ム

一

味
之
甘

露
→

（

「

林
学
生

先
考
妣
忌
日

造
仏

飯
僧
願
文
」

　

巻
八
・

六
九
）

。

　

排
虚
（

鳥
）

沈
池
（

虫
）

流

水
（

魚）

遊

林
（

獣
）

惣
ヘ
テ

是
レ

我
ヵ

四

恩
ナ
リ

　

同
ク

共
二

入
コ

シ

メ
ム

一

覚．〜

（

「

高
野
山

万
燈
会
願
文
」

巻
八
・

八
五
）

な

ど
、

生

き
と

し
生

け
る

も
の

を
さ

ま

ざ
ま
な

文
学

的
な

表
現
を
用
い

て
、

そ
れ

ら
の

成
仏
を

願
っ

て

い

る
。

　

こ

れ

ら

の

願

文
を

見
て

も
、

そ
の

成
仏
の

対
象
と

な
る

の

は
、

圧
倒

的
に

動
物
が
多
い

こ

と

が

分
か

る
。

先
述
し
た

と
お

り
空
海
が

有
情
と

云

う
場
合
は

、

通
常
は

命
を

も
ち

、

六

道
を
輪

廻
す
る

も
の

、

と
い

う

範
囲
で

考
え
ら

れ
る

。

だ

が

願
文
を
注
意
し
て

読
む

と
、

植
物
も
成
仏

の

対
象
と

見
る

表
現
が

見
ら

れ

な
い

わ

け
で

は

な
い

。

　

そ
の
一

つ

は
、

「

被
修
公

家

仁
王

講
表
白
」

（

巻
八
・

八

四
）

で

あ
る

。

こ

れ
は

淳
和
帝
の

勅
命
を

受
け
て

空
海
が

修
し
た

仁
王

会
の

願
文
で

、

太
上

天

皇
お
よ

び
皇
太
子
の

徳
を

讃
え

、

国
力
の

隆

盛
を

祈
っ

た

後
に

、

　

普
ク

潤
認

ア

幽
明
→

　
広

ク

及
躰

シ

動
植．〜

共
二

沐
身

ア

般
若
之

甘
露
→

　
同

ク

昇
訪

シ
メ

ム

　

解
脱
之
蓮
ム

旦

と
、

そ
の

功
徳
を

、

動
（
物）

植
（

物
）

に

及
ぼ

さ
ん

こ

と

を
祈
っ

て

い

る
。

　

ま
た
「

為
式
部
笠
丞
願
文
」

（
巻
六
・

五
一
）

に
、

　

伏一
丁

乞
フ

藉
コ 一

ア

此
ノ

善
業
づ

　
奉
瞬

翊
茸

四

恩
→

　
優
二

遊
シ一
ア

覚
苑
→

　
放
二

曠
セ

ム

禅

　

林
弓

　
毛
鱗
角
冠
　
蹄
履
尾

裙

　
有
情
非
情
　
動
物
植
物
　
同

ク

鑒
謎

ア

平
等
之

　

仏
性
→

　
忽

二

証
ー

ム

不
二

之
大

衍
→

と

あ
り

、

こ

こ

で

は

有
情
で

あ
る

動
物
だ

け
で

は

な

く
、

非
情
に

属
す

と

さ

れ

る

植
物
の

成
仏
も
願
わ

れ
て

い

る
こ

と
を
知
る

。

　

こ

の

他
に

も

注
目

す
べ

き
】

文
が
あ
る

。

す
な
わ

ち
「

和
気
夫
人
於

法
華
寺
奉
入

千
灯
料
願

文
」

（
巻
七
・

五
八
）

で

あ
る

。

そ
れ

に
は

、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
カ
カ

ケ

　

伏
ア

願
ハ

智
灯
代
畩．

ア

日
二

融
山

之
容
円

カ
ニ

現
シ

　
長

夜

裹
け

雲
ヲ

　
黒

暗
之
心

　
　

キ
ヱ

　

忽
二

銷
ム

　
普

ク

照
身

ア

法
界
日

朗
勃

ニ

シ

五

眼
ヲ

於

自
他
一一

広
ク

被〜
→

シ

メ，
ア

幽

明
鵡

　

証
跳

シ
メ

ム

六
通

ヲ

乎
物
我
く

と

あ
る

う
ち

、

最
後
の

「

物
我
」

で

あ
る

。

こ

の

場
合
の

「

物
」

と

「

我
」

を

物
質
と

我
と

理
解
す
れ

ば
、

千
灯

料
奉
納
の

功
徳
を

、

自
己

だ

け
で

は

な
く
山

川
国
土

に

も
廻
ら

す
こ

と

に

な
る

。

だ
が

そ

れ

は

そ

の

前
に

あ
る

「

自
他
」

と

対
応
し

て
、

物
は

他

者
、

我
は
自
己
と

理

解
す

べ

き
で

、

空

海
が
成
仏
の

対
象
を

、

山
川

や

国
土

の

よ

う
な

非
情
に

拡

大
し

た

文
章
と

理
解
す
べ

き
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

一 6一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

　

空

海
の

書
い

た

願

文
の

中
に
は

、

動
植
物
が
五

大
な
い

し

六

大
よ

り

な
る

も
の

と

記
し
て

、

そ
れ

ら

の

成

仏
を
祈
る

文
も

、

い

く
つ

か

見
出

さ
れ

る
。

た

と

え
ば
、

　

親
疎
恩
怨
　
五

大
ノ

所
レ

遍
ス

ル

　
心
識

ノ

所
レ

在
ル

　
悟
コ

阿
字

ヲ

於
本

初〜

覚
コ

　
三

宝
ヲ

於
三

密
く

解
⊃

テ

鑁
文

ヲ

乎
無
終
己

　
知
⇒

ム

五

界
ヲ

於
五

智
く

（

「

奉
為
四

　

恩
造
二

部
大
曼
荼
羅
願
文
」

巻
七
・

五

四
）

　

こ

の

中
、

五

大
所
遍
は

非
情、

心
識

所
在
は

有
情
と

の

理

解
も

可
能

で

は

あ
る

が
、

一

応
両

方
を

合
わ

せ

て
、

生

き
と

し
生

け
る

も
の

を

指

す
と

見
る
の

が
妥
当
で

あ
ろ

う
。

　
五

大
ノ

所
造
　
一

心

所
遍

　
鱗
角
羽

毛
之

卿
　
飛
沈
走
躍
之
県
　
同

ク

破
⊃

テ

四

　
生

之
愛
輪
→

共
二

入
弓

メ

ム

一

真
之
覚
殿．〜

（

「

丈
夫
笠
左
衛
佐
為
亡

室

造
大
日

禎

　

像
願
文
」

巻
八
・

六
六
）

　

こ

の

場
合
も

、

五

大
と
一

心

す
な
わ

ち
識
大
の

両
者
よ

り
な
る

生

類

と

見
て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

　

以
上

の

よ

う
に
五

大
と

識
大
に

分
け
ず

、

六

大
所
遍
と

記
す
願

文
も

二

通
残
さ

れ
て

い

る
。

す
な
わ

ち

六

大
ノ

所
レ

遍
ス

ル

五

智
ノ

攸
レ

含
ス

ル

　
排
虚
沈
地

　
流
水
遊
林

　
惣

テ

是
レ

我
ヵ

四

恩
ナ

リ

　
同

ク

共
二

入
コ

ム

一

掌〜
（
「

高
野

山
万
燈
会
願

文
」

巻
八
・

八
五
）

六

大
ノ

所
レ

遍
ス

ル

皆
ナ

是
レ

我
ヵ

身
ナ

リ

　
十

界
ノ

所
有
並

二

是
レ

我
ヵ

心
ナ

リ

　
尽
瀞

虚

　
ホ

カ

ラ
カ

空
弓

洞
罫

シ．
ア

法
界
→

　
同
ク

飽
詞

ア

一

味
之

醍
醐

｛

斎
ク

登
コ

ム

三

点
之
覚
苑
く

（

「

招

提
寺
達
噺
文
」

巻
八
・

七
二
）

で

あ
る

。

瓦

礫
に
い

の

ち
が

存
在
す
る

か

（

松
　
長）

　

奈
良
か
ら

平
安

初
期
に

か

け
て

、

写
経
や

造
像
な
い

し

供

養
の

法
要

の

功
徳
に

関
し
て

記
さ

れ
た

文
書
が

存
在
す
る

が
、

空

海
の

願
文
の

よ

う
に
生

き
と

し
生

け
る

も
の

の

成
仏
へ

の

願
い

を
、

こ

れ

ほ

ど

繰
り
返

し
記
し
た

文
献
は
見
当
た

ら

な
い

。

　
　

六

　
最
澄
と

空

海
の

願
文
の

性
格
的
な

相
違

　
　
　
　
　
　
　
（

22）

　

最
澄
に

も
「

願
文
」

が
一

通

残
さ

れ

て

い

る
。

そ
れ

は

空

海
の

多
数

の

願
文
と

比

し
て

、

か

な

り
性
格
を

異
に

す
る

。

最
澄
は

願
文
の

中
で

、

自
ら
を
「

愚
中
極

愚
　
狂
中
極
狂

　
塵
禿

有
情
　
底
下
最
澄
」

と

仏
に

対
し
て

、

自
ら

の

不
徳
を

恥
じ

、

仏
道

修
行
の

た

め

に
、

金
剛

不
壊
不

退
の

心
願
を
発

す
。

そ

の

願
い

は
五

種
述
べ

ら

れ
て
い

る

が
、

い

ず
れ

も
極
め

て

真
摯
な
求
道
の

た

め
の

堅
い

決
意
の

表
明
で

、

「

衆
生
と

と

も

に
成
仏
せ

ん

こ

と
を

願
い

、

未
来
際
を
尽

く
す
ま
で

恒
に

仏

事
を

作
さ

ん
」

と

不
退
転
の

決
意
を
述
べ

て

願
文
を

閉
じ

る
。

一

読
し

て
い

か

に

も
最
澄
ら
し
い

仏
道

修
行
に

対

す
る

誠

実
な

決
意
表
明
の

披

瀝
と

受
け

取
ら

れ
る

願
文
で

あ
る

。

　

そ

れ
に

対
し

て

空

海
の

願

文
は

、

仏

道

修
行
の

決
意

表

明
で

は

な

く
、

自
ら

の

修
法
あ
る
い

は

施
主
の

善
業
に

対
し
て

、

仏
か

ら

得
る

こ

と

の

約
束
さ

れ
た

功
徳
へ

の

祈
願

、

つ

ま
り
廻
向
の

文
と

な
っ

て
い

る
。

　

そ
こ

で

は

功
徳
の

請
来
は

疑
念
を
差
し

挟
む

余
地
は

な
い

。

本
尊
と

の

瑜
伽
の

修

法
に

よ

り
当
然

廻
ら

さ

れ

手
に

入

る

で

あ

ろ

う
功

徳
の

数
々

の

御
裾
分

け
と
し

て
、

繰
り
返
し

生
き
と

し

生

け
る

も
の

の

成
仏
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瓦

礫
に

い

の

ち
が

存
在
す
る
か

（

松
　
長
）

が

願

わ

れ
て

い

る
。

こ

の

点
、

最
澄
の

願
文
に

は
、

自
分
の

願
い

が

満

た

さ

れ

る

な
ら
ば

、

と

「

若
し
」

の

条
件
が
二

度
に

わ

た

り

付
さ

れ

て

い

る

が
、

空

海
の

願
文
で

は
、

功
徳

が

も
た
ら

さ
れ

る
こ

と

は
、

も

と

よ

り
疑
う
余
地
を

も
た

な
い

事
実
で

あ
る

。

　

空

海
の

願

文
が

四
十
一

通

も

現
存
し

、

最
澄
の

願

文
が
一

通

の

み

残

さ

れ

て

い

る

の

も
、

も
と

も
と

そ

れ

ら
の

性
格
が

全

く
相
違

す
る

か

ら

に

他

な

ら

な
い

。

空

海
の

こ

れ

ら

四

十
一

に

の

ぼ

る

願

文
の

中
、

三

十
三

種
の

願
文
そ
れ

ぞ

れ

の

最
後
に

、

動
植
物
の

成
仏

に
つ

い

て

の

願
い

が
繰
り
返
し

述
べ

ら
れ
て

い

る

こ

と
は

注

目

さ

れ

て
よ
い

。

　

空

海
は

思

想
と
し

て

は
、

仏
、

人
、

動
植
物

、

器

界
、

す
べ

て

は

六

大
所
成
で

あ

り
、

仏
に

他
な

ら
ぬ

と

説
く
が

、

い

ず
れ

も
い

の

ち

を

も

ち
、

互
い

に

繋
が

り
あ
っ

て

い

る

と
い

う
“

い

の

ち
”

の

連

鎖
に

つ

い

て

の

思
想
は

、

願
文
の

よ

う
な

日

常
的

な

行
為
の

中
で

、

さ

り
げ
な
く

表
明
さ
れ
て

い

る

と

み

る
こ

と

が
で

き

る
で

あ

ろ

う
。

七

　
物
に

い

の

ち
あ

り
と

の

日
本
人
の

感
性

　
空

海
が

認
め

る

有
情
の

範
囲
は

『

吽
字
義
』

に

よ

れ
ば

、

人
と

動
物

に

限
ら
れ
る

。

だ

が
『

即
身
成
仏

義
』

を
は

じ

め

多
く
の

著
作
の

中
で

表
明
さ
れ

て

い

る

世
界

観
か

ら

す
れ

ば
、

仏
、

人
、

動

物
、

植
物

、

さ

ら

に

山
川
瓦

礫
な
ど
の

無
機
物
も
こ

と

ご

と

く
物
質
原

理

た

る
五

大
と

、

精
神
原
理
た

る

識
大
の

融
合
し
た

六

大
所
成
と
さ
れ
る

。

つ

ま
り
中
国

天

台
の

説
く
草
木
や
土

石
の

悉
有
仏
性
論
を
一

歩
進
め

て
、

さ
ら
に

草
木
や

瓦

礫
の

悉
皆
成
仏
思
想
が

空
海
に

よ
っ

て

披
瀝
さ
れ

て

い

る
の

で

あ
る

。

　

森
羅
万

象
こ

と

ご

と

く
が

“

い

の

ち
〃

を

も
ち

、

互
い

に

繋
が

る

と

い

う
思

想
は

日

本
人
の

中
で

古

く
か
ら
持
ち

続
け
ら
れ
て

い

た
。

『

日

本

書
紀
』

神
代
下
の

冒
頭
に

記
さ
れ
る

「

復
草
木
咸
（

こ

と
ご

と

く
）

に

能

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
23）

く
言
語
（
も
の

い

う
こ

と
）

有
り

」

は
、

草
木
が

も
の

を
い

う
と

い

う
表

現
を

通
じ

て
、

山

や

川
や
海
や

風
な

ど

の

自
然
が

猛

威
を
ふ

る
い

、

人

間
に

襲
い

か

か

る

こ

と

を
意

味
し

て

い

た
。

天

地
自
然
に
い

の

ち

が

存

在
す
る

感

覚
は

、

か

な

り
古
い

頃
か

ら

日

本
人
の

間
で

保
持
さ
れ

て

い

た

と
み

て
い

い

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

山
や

川
の

よ

う
な

自
然
か

ら

瓦
礫
や

金

属
と
い

っ

た

無

機
物
の

中
に

も、

生

命
を

認
め

る

日

本
人

の

感
覚
は

現
代
社
会
の

中
に

も
継
承
さ

れ

て

い

る
。

針
供

養
や

人
形
供
養

、

ロ

ボ
ッ

ト

に

人
間
と

同

じ

よ

う
な
ネ

ー

ミ

ン

グ

を

す
る
こ

と
、

ま

た

山
笑

う
が

俳
句
の

季

語
に

選
ば

れ
、

『

平
家
物
語
』

に

現
れ

る

祗
園
精
舎
の

鐘
が

、

音
で

は

な
く

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

24）

声
と

擬
人

化
さ

れ

て

日

本
人
の

聞
に

愛
唱
さ

れ

て

い

る

こ

と
な
ど

、

身

近

な

と
こ

ろ
に
い

く
つ

も
存
在
す
る

。

　

日
本
人
に

と
っ

て
、

水
は

炉
O

と
い

っ

た

単
な

る

化

学
物

質
で

あ
る

ば

か

り
で

は

な
く

、

生

命
の

象
徴
と

し

て

日

常
生

活
の

中
に

、

再
生

儀

礼
と

し

て

組
み

込
ま
れ

て
い

る
。

奈
良
・

東
大
寺
の

お

水
取
り
の

儀
式

は
、

万
物
を

冬
の

死
か

ら
春
の

蘇
り
に

誘
う

年
中

行
事
で

あ
る

。

相
撲

の

水
入

り
も

、

禊
の

行
事
も

、

臨

終
の

際
の

末
期
の

水
も

、

水
の

生

命

力
に

よ

る

再
生

の

儀
礼
と

考
え
ら

れ
る

。

密
教
の

灌
頂
と
い

う
宗
教
儀
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礼
は

、

水
の

生

命
力
を

用
い

て

宗
教
的
に

新
た

な
生

命
が

誕

生

す
る

意

味
を

有
し

て
い

る
。

　

密
教
で

は

水
の

こ

と

を

閼
伽
と

呼
ぶ

。

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト
語
の

磐
o。

冨

の

音

訳
で

あ
る

。

し

か

し

閼
伽
の

真
言
に

は

そ
の

言
葉
は

直
接
用
い

ら

れ
ず
［

窓
σq

き
器
四

目
習
帥

目
巴

、

す
な
わ

ち
「

虚
空
と

等
し

く
、

比
べ

も
の

な
き

も
の

よ
」

と

呼
び

か

け
ら

れ
る

。

そ

れ

は

虚
空
の

無
限
の

。

い

の

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
（

25）

ち
”

を
そ
な

え
も
つ

存
在
と

み

な

さ

れ
て

い

る

の

で

あ

る
。

　
二

十
世
紀
の

初
頭

、

ド
イ
ツ

の

生

物
学

者
エ

ル

ン

ス

ト
・

ヘ

ッ

ケ
ル

〔
国

譱
け

出
陶

・

。

歪
）

は
、

は

じ

め

ダ

ー

ウ
ィ

ン

の

熱
烈
な
支
持
者
で

あ
っ

た
。

だ
が

次
第
に

す
べ

て
の

生
き

も
の

と
、

生

命
を

も
た

な
い

も
の

と

の

相

互

作
用
を
研

究
す
る

方
向
に

進
み

、

晩
年
に

は

無
機
物
も

ま

た
い

の

ち

で

あ
る

と
い

う
考
え
に

到
達
し

て

い

る
。

そ

れ

は
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

社
会
に

お

け
る
エ

コ

ロ

ジ

i
運

動
の

先
駆
け
と

も
い

え
る

。

　

空
海
は

存
在
す
る
一

切
の

も
の

は

仏
の

三

摩

耶
身
で

あ
り

、

動

物、

植
物
は
も
と
よ

り
無

機
物
も
ま
た

、

仏
に

他
な
ら
ぬ

と

説
い

た
。

最
澄

も
ま
た

瓦

礫
に

も
仏

性
あ
り
と

考
え
て

い

た

形
跡

が

認
め

ら

れ

る
。

だ

が

思
想
と
し

て

表
明
さ

れ

る

限
り

、

現
代
の

環
境
問
題
の

解
決
の

手
段

と

し

て

は
一

般
の

共
感
を
呼
び

に

く
い

。

　

と

は
い

え
空

海
の

諸
種
の

願
文
に

見
ら

れ

る

よ

う
に

、

人
と

動

植
物

の

い

の

ち

が

互
い

に

密
接
な
繋
が

り
を

も
つ

と

い

う
思

想
が

、

山

川

草

木
に
い

の

ち
が

あ
る

と
い

う
日
本
人
の

感
性
と

共
鳴
し

合
う
と

き
、

は

じ

め

て

環
境
問
題
に

対
す
る

強
力
な

発
言
と

な
り
う
る

で

あ
ろ

う
。

瓦
礫
に

い

の

ち
が

存
在
す
る

か

（

松

　
長）

　

山
や

川
、

石
こ

ろ

に

も
神
が

宿
る

、

い

の

ち
が

宿
る

と

考
え
る

だ

け

で

は

な

く
、

山
や

川
、

石
こ

ろ

そ
の

も
の

が
、

わ

れ

わ
れ
人

間
と

同
じ

い

の

ち
を

共
有
し

、

神
で

あ

り
、

仏
そ

の

も
の

で

あ
る

と
い

う
意

識
を

改
め

て

確
認
す
る
こ

と
が

、

現

在
の

環
境
問

題
と

直
結

す
る

か

と

も
思

わ

れ

る
。

　

大

気
汚
染
に

苦
し

む

街
路

樹
の

た

め

息
、

劣
悪

化
す
る

水
質
に

呻
吟

す
る

魚
の

う
め

き
、

ブ

ル

ド
ー

ザ
ー

に

遠
慮
な

く
肌
身
を

削
り
取
ら

れ

る

山
や

土

の

悲
鳴

、

こ

れ
ら
を
わ
が

身
に

苦
痛
と

し

て

受
け
取
る

感
性

が
、

日

本
人
に

残
さ

れ

て
い

る

間
に

、

仏
教
の

側

か

ら

も

教
理
に

裏
付

け
さ

れ

た

有
効
な

提
言
が

な
さ

れ
、

早
急
に

実
行
に

移
さ

れ

る

こ

と

が

望
ま
れ
る

。

1
　
二

〇
一

二

年
六

月
二

日、

天

台
宗

、

高
野

山
真
言
宗

、

神
社
本

庁
が

共
同

　
主
催

す
る

「

自
然
と

環
境
シ
ン

ポ

ジ
ウ
ム
」

が

京
都
で

行
わ

れ
、

「

自
然
と

環

　
境
を

守
る

共
同
宣
言
」

が

発
表
さ
れ

た
。

二

〇

＝
二

年
一

〇
月

＝
二

日、

全

　
日

本
仏
教
会
の

和
歌
山

高
野
山

大
会
が

開
催
さ

れ
、

「

宗
教
と

環
境

−
自

　
然
と
の

共
生

1
」

を
テ
ー
マ

に
し
て

シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

が

行
わ

れ
た
等
々

。

2
　
岡
田

真
美
子
「

東
ア

ジ

ア

的
環
境
思

想
と

し
て

の

悉
有
仏

性
論
」

（

『

木
村

　
清
孝
博
士

還
暦
記
念
論
集
』

春
秋
社

、

二

〇

〇
二

年
一
一

月）
。

竹
村
牧
男

　
東
洋
大

学
学
長
が

主

催
す
る

宗
教
・

研
究
者
エ

コ

イ
ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ
は

　
二

〇
一
一

年
よ

り
毎
年
各
地
の

大
学、

研
究
機
関
に

お
い

て
「

宗
教
と

環
境

　
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
」

を

開
催
し

、

毎
回
報
告
書
を

出
し
て

い

る

等
々

。

3
　
鎌
田

茂
雄
『

中
国
華
厳
思
想
史
の

研
究
』

（

東
京
大
学
出

版
会

、

一

九

六
五

　
年
）

、

福
永
光
司

コ

切
衆
生
と

草
木
土

石

−
仏
性
論
の

中

国
的

展
開

ー
」
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瓦
礫
に

い

の

ち
が

存
在
す
る

か
（
松
　
長）

　
（

『

中
国
の

哲
学
・

宗
教
・

芸
術
』

人
文

書
院

、

一

九
八
入

年
）

、

末
木
文
美
士

　
『

平
安
初
期
仏

教
思
想
の

研
究

i
安

然
の

思

想
形
成

を
中
心
と
し
て

ー
』

　
（

春
秋
社

、

一

九

九
五

年
）

。

4
　
注
3
の

諸
論
文
に

加
え
て
、

末
木
文
美
士

『
草
木
成
仏
の

思

想

−
安
然

　
と

日

本
人
の

自
然
観

ー
』

（

サ
ン

ガ
、

二

〇
一

五

年
）

が

最
近
出
版
さ

れ

　
た

。

5
　
智
儼
『

華
厳
経
孔
目
章
』

大
正

第
四
五

巻
、

五

六

八

頁
下

。

『

五

十
要
問

　

答
』

大

正
第
四
五

巻
、

五
一

九
頁
下

。

6
　
般

若
訳
『

諸
仏
境

界
摂

真
実
経
』

大

正

第
一

八

巻
、

二

七

五

頁
下

−

　
二

七

六

頁
上

。

7
　
福
永

光
司
前
掲
論
文、

九

六

頁
。

8
　
大
正

第
四
⊥

ハ

巻、

七
八

四

頁
中

。

9
　
『

伝
教
大
師
全
集
』

壱
下
（
天

台
宗
宗
典
刊
行
会

、

一

九
一

二

年
）

五

四

八

頁
。

10
　
大
正

第
一

二

巻、

五
八
一

頁
上

。

11
　
『

定
本
弘
法
大

師
全
集
』

（

以

下
「

定
弘
全
」

と

略
）

第
三

巻、

六
二

頁
ー

　
六
三

頁
。

12
　
定
弘

全
第
五

巻、

一

五

〇

頁
。

13
　
定
弘

全
第
三

巻、

六
五

頁
ー

六
六

頁
。

14
　
末
木
文
美
士

前
掲
書

、

二
一

四
頁

。

15
　
『

吽
字
義
』

定

弘
全
第
三

巻
、

六
二

頁

コ

ニ

種
世
間

皆
是
仏

体
」

。

こ

こ

で

　
は

華
厳
宗
の

教
説
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て

い

る
。

16
　
定
弘
全

第
三

巻、

一

八

頁
。

17
　
定
弘
全

第
三

巻、

二
一

頁
。

18
　
「

遍

照
発
揮
性
霊
集
』

（

定
弘
全
第
八

巻
）

。

19
　
た
だ

第
八

巻
の

最
後
に

収
載
さ
れ
て

い

る

「

勧
進
奉
造
知
識
文
」

は

勧
進

　
を
目
的
と

す
る

文
で

あ
る

か

ら
、

こ

れ
を
除
外
す
る

。

こ

れ
ら

願

文
等
に

付

　
せ

ら

れ
た

通
番
号
は

『

定
本
弘
法
大
師

全
集』

と

同

じ

配
列
の

坂
田

光

全

　
『

性
霊
集
講
義
』

平
成
新
訂
（

高
野
山
出

版
社

、

二

〇
〇

三

年）

に

付
せ
ら

　
れ
た

番
号
に

依
っ

た
。

20
　
武
内
孝
善
「

弘
法
大
師
と

法
華
講
会
」

（

『

中

川

善
教
先
生

頌
徳
記
念

論
集

　

−
仏
教
と

文
化

1
』

（
同
朋
舎

、

一

九

八
三

年
）

一

六
九

頁
−
一

七
二

　
頁
に

、

『

性
霊

集
』

願

文
表
と

し
て

、

空

海
の

願
文
の

詳
細
が

表
に

し
て

整

　
理
さ
れ
て

い

て

有
益
で
あ
る

。

た
だ
こ

の

中
の

願

意
に

つ

い

て

は
、

筆
者
と

　
意
見
が
い

く
ら

か
異
な
る
た
め
、

有
情
等
に

対
す
る

功
徳
の

回

向
の

数
に

つ

　
い

て
は
一

致
し

な
い

。

21
　
松
長
有
慶
「

四
恩
説
の

再
検
討
」

（
『

松
長

有
慶
著
作
集
』

第
三

巻
、

法
蔵

　
館

、

一

九

九
入

年
、

＝一
エ
ハ

頁）
。

22
　
『

伝
教
大
師
全
集
』

壱
上

、

一

−
三

頁
。

23
　
『

日

本
書
紀
』

巻
第
二

（
『

日

本
古
典
文
学
大

系
』

岩
波
書
店
）

＝
二

四

　
頁

。

鎌
田

東
二

編
著
『

ス

ピ

リ
チ

ュ

ア

リ

テ

イ

と

環

境
』

（
ビ

イ

ン

グ
・

　
ネ
ッ

ト
・

プ
レ

ス
、

二

〇
一

五

年）

二一
二

八

頁
ー

二

三

九

頁
。

24
　
『

経
国

集
』

に

掲
載
さ

れ
て

い

る

笠
仲
守
の

「

冬
日

山
門
を

過
ぐ

」

と

題

　
す
る
五

言
律
詩
に

「

独
聴
暮
鐘
声
」

な
る

句
が

あ
り、

鐘
の

声
と
い

う
表
現

　
は

平
安
初
期
に

も
あ
っ

た
こ

と

が

分
か
る
。

尤

も
こ

の

詩
の

前
半
に
は

「

風

　
静
梵
音
明
」

と
い

う
句
も
あ
っ

て
、

梵
音
す
な
わ

ち
僧
の

読
経
の

声
が

、

反

　
対
に

音
と

表
現
さ

れ
て

い

る
。

25
　
松
長
有
慶
『
生

命
の

探
求

ー
密

教
の

ラ

イ
フ

サ

イ
エ

ン

ス

　

　
』

（

法

　
蔵
館

、

一

九

九
四

年）

一

五
一

頁
。

〈

参
考
文

献
V

岡
田

真
美
子
「

東
ア

ジ

ア

的
環
境
思
想
と

し
て

の

悉
有
仏
性
論
」

（
『

木
村
清
孝

　

博
士
還
暦
記
念
論
集
』

春
秋
社

、

二

〇
〇
二

年、

三
五

五

頁
ー

三

七
〇

頁）
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鎌
田

茂
雄
『

中
国

華
厳
思

想
史
の

研
究
』

（

東
京
大
学
出
版
会、

一

九
六

五

年
）

鎌
田

東
二

編

著
『

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
テ

ィ

と

環
境
』

（

ビ

イ
ン

グ

ニ
不

ッ

ト
・

　
プ
レ

ス
、

二

〇
一

五

年）

坂
田

光
全

『

性
霊
集
講
義
』

平
成
新
訂
（
高
野
山
出

版
社

、

二

〇

〇
三

年
）

末
木
文
美
士

『

平

安
初
期
仏
教
思

想
の

研
究

−
安
然
の

思

想
形
成
を

中
心
と

　
し
て

ー
』

（
春
秋
社

、

】

九
九

五

年）

末
木
文
美
士

『

草
木
成

仏
の

思

想

　
　
安
然
と
日

本
人
の

自
然
観
　
　
』

（
サ

　
ン

ガ
、

二

〇
一

五

年
）

武

内
孝
善
「

弘
法
大
師
と
法
華
講
会
」

（

『

中
川

善
教
先
生
頌
徳
記
念
論
集

ー
仏

　

教
と

文
化

−
』

（

同
朋
舎

、

一

九
八
三

年
、

一

四
五

頁
−
一

七

三

頁
）

松
長

有
慶
「

四

恩

説
の

再

検
討
」

（
『

松
長
有
慶
著
作
集
』

第
三

巻、

法
蔵
館

、

　
一

九

九
八

年
、

一

＝
二

頁
1

＝
二

七

頁）

松
長
有
慶
「

生
命
の

探
求
ll

密
教
の

ラ
イ
フ

サ

イ
エ

ン

ス

　
　
』

（

法
蔵
館

、

　
一

九

九

四

年
）

福
永
光
司

コ

切

衆
生
と

草
木
土
石

−
仏
性
論
の

中
国

的
展
開

1
」

（
『
中

　
国
の

哲
学
・

宗
教
・

芸
術
』

人
文
書
院

、

一

九
八

八

年
、

九
四
頁

−
一

＝
二

頁）

山
本
良
一
・

竹
村
牧
男
・

松
長
有
慶
『

地
球
環
境
問
題
を

仏
教
に

問
う
』

（
一

　

般
社
団
法
人

未
踏
科
学
技
術
協
会、

二

〇
一

五

年
）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
空
海

、

い

の

ち
の

つ

な
が

り
、

環
境
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
野

山
大
学
名
誉
教

授
・

文
博）

瓦
礫
に

い

の

ち
が

存
在
す
る

か
（
松

　
長）

　
　
　

新
刊

紹
介

末
木

　
文
美
士

　
著

草
木
成
仏
の

思
想
　
安
然
と

日

本
人
の

自
然
観

四

六

版
・

二

六
二

頁
・

本
体
価
格
二

、

○
○

○

円

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン

ガ
・

二

〇
一

五

年
三

月
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